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　ある男おとこが、縁日えんにちにいって、植木うえきをひやかしているうちに、とうとうなにか買かわなければならなくなりました。そして、無花果いちじくの鉢植はちうえを買かいました。

「いつになったら、実みがなるだろう。」

「来年らいねんはなります。」と、植木屋うえきやは答こたえました。しかしその木きは、小ちいさくありました。

　男おとこは、それを持もって帰かえる途中とちゅう夕立ゆうだちにあいました。

　もう、そのときは、そんな木きどころではありません。木きなどは、どうでもよかったのです。友ともだちの家うちに頼たよって、雨あめのやむまで待まって、帰かえりには、その無花果いちじくの鉢はちを預あずけてゆきました。

　幾月いくつきも、幾年いくとしもたちましたけれど、男おとこは、忘わすれたものか、友ともだちの家いえへあずけた木きを取とりにゆきませんでした。

　しかし、この男おとこは、なかなか欲深よくふかでありました。五、六年ねんもたって、ふと、いつか自分じぶんは無花果いちじくの木きを友ともだちのもとにあずけておいたことを思おもい出だしました。さっそく取とりにゆきました。

「あなたが、きっと取とりにおいでなさると思おもって、大事だいじに育そだてておきました。」と、その家いえの人ひとはいって、裏庭うらにわに案内あんないしました。

　大おおきな無花果いちじくの木きに、実みがいっぱいなっていたのです。男おとこは、驚おどろきました。かつ当惑とうわくしました。しかたがなく、掘ほって、車くるまに載のせて帰かえりました。

　しかし、それは、木きを移うつす時期じきでなかったので、実みもしなびてしまえば、木きも枯かれてしまいました。

　けっきょく、男おとこは、ほねおり損ぞんに終おわったわけです。
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※表題は底本では、「ある男おとこと無花果いちじく」となっています。
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